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この度、バリで開催されたアジア太平洋 IAP（以下APIAP）において、4月 24

日理事会が開催されました。席上、2021 年（第 12 回）の開催地として岡山を選ん

でいただくことができました。関係各位、現 JDIAP の役員の方々、とりわけ、各

国への働きかけを積極的にしていただいた長村先生（IAP 本部前副会長）、松原先

生（IAP本部副会長）、加藤 IAP日本支部会長、小田常任幹事をはじめ歴代役員の

方々、大会副会長をお引き受けいただいた清川先生、会員の方々、BIDシートの作

成を担当いただいたコングレの方々に深謝申し上げます。まことに、ありがとうご

ざいました。

バリが第 10 回ですが、これまで日本で開催したことがない、というのが少し不

思議でした。実は、香港も未開催国でした。この間日本支部は他国の IAP 支部を

いろいろと支援されてきました。この日常的な活動が各国代表に強く響いて結果に

集約されたものと存じます。投票については（順不同）、日本、香港、韓国、台湾、

インドネシア、中国、マレーシア、タイ、オーストラレーシア（オーストラリア＋

ニュージランド）、インド、シンガポール、パキスタン、スリランカが各 1票で合

計 13 票、4 人の役員が各 1票を有しており、合計 17 票が投じられました。4人の

役員とは、香港のGary Tse が Convenor として、シンガポールの Puay Hoon Tan

が Secretary として、長村先生が Past Convenor として 1票ずつ投票。さらに IAP 

central の Education Committee の Chair の Jane（オーストラリア）の代わりと言っ

て香港のHK Ng がもう 1票です。その結果、第 1回目の投票で、日本 6、香港 6、

マレーシア 4、タイ 1となり、上位 2か国を対象とする再投票の結果、日本 9、香

港 8となりました。各国とも本気度 100％で、BID の資料、動画、そして、おみや

げもありという状況で、ケルンでの前回の理事会を思い出しました。全力のプレゼ

ンで、特に香港は 100 都市からのダイレクトフライト、1000 のホテル（本当かな？）

で、学会の内容と日程、キャッチフレーズなど完璧な出来栄えでした。その直後が

わたくしで、根が正直なので、香港のプレゼンの素晴らしいことを言わざるを得ま

せんでした。それからOKAYAMAはどこ、どんなところ、ということから始めた

ところです。国際線、ホテルも比べることはできません。まあ、ひとつよかったの

は、動画もないし、おみやげもありませんが、プレゼン時間を守ったのは、日本だ

けで、シンプルさはあったかと思います。

応援には松原先生がお立ちになり、自分たちはAPIAP でがんばってきたこと、

余命いくばくもない（的な発言に聞こえたのですが、間違っていたらお詫びします）

ので、日本で開催するのを見たいと仰ったのは、相当のインパクトでした。また、

長村先生が投票にあたって、開票したらその結果を公表するように、びしっと言わ

アジア太平洋 IAP（APIAP）の報告
2021 年アジア太平洋 IAP開催決定！

岡山大学、IAP日本支部次期会長　吉野　正
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れたのは、会場が締まった感じがしました。ケルンのときは、

開票結果を公表しない、というありえない密室投票処理がさ

れ、未だにそのことが尾を引いているのは事実です。いずれ

にしましても、香港は勝つ気満々で、わたくしの接触した韓

国、台湾に対しても相当の運動がなされており、香港が強い

だろうとの事前情報がありました。伊藤智雄先生がバリの直

後に香港に行かれ、香港勢は「結果に怒っていた」というこ

とをお書きになっています。

みなさまに、お願いがございます。わたくしどもは会議の

開催といったことにきわめて経験が乏しく、いわんや国際会

議となると全くのド素人です。今まで「学会」とは出席し、

発表や質問してその後にアルコールを飲む場所としてしか経

験しておりません。折角安全でクリーンな日本で開催するの

で、諸外国から来られた方々にいい思い出を作っていただき

たいと深く念願しております。2021 年、東京オリンピック直

後で今より便利になっていることを期待するとともに、諸先

生方には文字どおりご指導とご鞭撻をお願いしたいところで

す。どうぞ、よろしくお願いいたします。

VP, IAP central 兼 東京事務局　松原　修

APIAP2021 の開催地について、Bali での APIAP Council 

meeting において、4候補国のプレゼンテーション、Q and A、

投票が行われました。第 1 回投票で Hong Kong：日本の

Okayama：Malaysia の Kuala Lumpur：Thailand の

Chiangmai が 6：6：4：1 票となり、上位 2 国の決選投票が

行われ、Okayama：HK 9：8 票でやっとこ勝つことができま

した。今まで、Cologne での最初の bid 表明からの皆様のご

協力を感謝します。Cologne での IAP 理事会での福岡誘致の

時は観光局、福岡観光コンベンションビュロー、（株）コン

グレ、皆さんの力添えを受けて、bid paper（paper というよ

り冊子）、ビデオも、小田先生と、女性病理医の米盛先生の

スピーチと、凄く力を入れて臨みました。破れて、がっくり

来て、場末の安いメキシコ料理、いわば居酒屋でビールを飲

んだ辛さを忘れられませんでした。

今回、IAP 日本支部次期会長の吉野正先生が Proposed 

President として、どういう Congress を開催するのか、本当

に真摯に訴えたのがよかったのだと思います。世界的にはそ

う有名でない岡山のアピールを訴えました。1番手の Hong 

Kong の Gary Tse がビデオを加えて素晴らしいプレゼンをし

て、2番手の吉野先生がそれを正直に褒めて、これはちょっ

と危ないと感じた私もスピーチをしました。理事会メンバー

では誰より、長村先生と私が古手ですから、「日本は私の頭

が禿げる前から founder country の一つだが Congress を一

度も開催していなくて悪いと思っていること、bid した Thai

の Pongsak、Malaysia の Norain、HKの Gary も古い友達だが、

みんな私より若いのだからチャンスはまだあるのでは」と、

岡山誘致を訴えました。みんな笑って聞いてくれました。事

前に返事があるなしにかかわらず、東京事務局からも大谷さ

んの協力のもと 2回にわたって bid をお願いする一斉mail を

送りました。また、現地についてから、また理事会の会場で

の個別のぺこぺこ作戦も効いたかな？今回の方が、福岡誘致

作戦より省エネだったように思います。香港、マレーシア、

タイは、お土産を配っておりましたが、我々はお土産もビデ

オ、何もなし。太陽の燦燦とした東南アジアの国々に対して、

岡山のアピールに“Land of Sunshine”と訴えたのは、ジョー

クとして受けたのでしょうか？

前もって香港が強敵だと分かっていましたが、本当にそう

でした。日本の最大の味方のはずの台湾へまで手を出してい

ましたが、最後はこちらの味方になってくれました。1国 1票、

香港が Gary Tse が Convenor として 1 票、香港代表として

HK Ng が 1 票、Education Committee Chair のオーストラリ

アの Jane Waldstrom が来ていないのでHKが代わりに 1票

持ちました。香港が3票持ったのです。不公平と思いましたが、

議事進行を Gary Tse がやるのですから、ひどいもんです。

後で Jane に mail で問いただしたら、HKに投票を委任など

していないとの返事でした。1票差で誘致できたから、余裕

のあることを言っていますが、負けていたら、Bali の安酒場

で温かいビールの辛い残念会をやっていたことでしょう。日

本が誘致に bid すれば余裕で勝てると思っていましたが、意

外な苦戦に、我々も日ごろから東南アジアの各国と親密な友

好関係を築いておかないといけないと反省しました。

APIAP 理事会出席の吉野、長村、加藤、長尾先生方、暑

い中ご苦労様でした。本当によかったです。JDIAP に笑いと

喜びをもたらしました。APIAP2021 岡山 Congress 開催成功

に向けて、吉野会長と清川副会長を中心に、皆さんで頑張り

ましょう。

VP, IAP central 兼 JDIAP 東京事務局　松原　修

2017 年 4 月 24 -27 日 に Indonesia、Bali 島 の Bali Nusa 

Dua Convention Center（BNDCC）で第 10 回 APIAP が開

催された。広大な緑の敷地にダダ広い Nusa Dua Hall 棟、

Pecatu Hall 棟、Ulwatu Room棟、Mengwl Room棟の会議場、

隣接する Bali Nusa Hotel もある。一角は塀に囲まれ、ガー

ドマンによる security がしっかりしていた。屋外は暑く、室

内はクーラーがよく効いているという東南アジア特有の気候

で、上着は必需品です。

APIAP2021 岡山誘致に勝利報告

第 10 回 APIAP in Bali へ参加して
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Professor Diah Rini Handjari（ 写 真 1） が 学 会 長 で、

APIAP の 他 に、Indonesian Association of Pathologists

（IAPI）、IAP, Indonesian Division（INA-IAP）、Asia Pacific 

Society of Molecular Immunohistology（APSMI）、Asia 

Australasian Pulmonary Pathology Society（AAPPS）など

14 の学会の共催であった。これほどの数の集まりというのは

初めてではないかと思う。学会の幹部の方々は全員が女性の

様で、民族衣装を装っていて大変綺麗だった（写真 2）。聞く

と前日から準備し、衣装自体が大変重いのだとか（写真 3）。

学会はKeynote lecture が Hong Kong の Dr. HK Ng の脳

腫瘍、Plenary lecture が癌研石川先生の肺癌、USC の CR 

Taylor の IHC update、臓器ごとの session が開催された（写

真 4）。変わったことは IAP Education Committee による

Education pathology“Mistakes made, Lesson learnt”要す

るに診断失敗例の session があり、松原も発表した。他にも

Dr. Samir Amr 前 IAP central 会長によるArab Division によ

るsession、APSMIやChinese American Pathologists Association

による session も開催された。

学会の準備、始まってからの運営など見ると、誰が主導権

を持っているのかちょっと分からないところがあり、恐らく

女性陣による集団指導体制ではないかと想像した。また、我々

日本は Indonesia を親しい国と思っているが、香港や中国の

影響が強いことを感じた。走っている車はほとんどが日本製、

電気製品、トイレまで日本製が入り込んでいる。ところが道

路はいつも渋滞、国民生活の向上に役立っているか、

Indonesia の多様な国民性を本当に理解しているのだろうか

と疑問を感じ、もっともっと心から親密に交流していかなけ

ればいけないのではないかと考えた。

VP, IAP central 兼 JDIAP 東京事務局　松原　修

諸星利男、橋本　洋両前会長で推進された日台 IAP の

Conjoint Slide Conference に加えて、今年から新たな交流事

業として隔年でお互いの学会へ人的交流をすることが決まっ

た。去年、2016 年 10 月 15 日、都築先生が会長で行われた名

古屋での第 6回日台の会の時である。新たな交流事業の第 1

回目は Senior として松原が、Junior として佐藤　啓君（愛知

医大）、谷口恒平君（広島市民病院）と冨田さくらさん（東

海大）の 3人が台北の学会Taiwan Society of Pathology The 

台湾病理学会 50 周年記念式典の報告

台灣病理学会 50 周年記念へ参加して

写真2　APIAP盛装の学会幹部

写真1　第10回APIAP Bali President Dr. Diah Rini Handjari

写真3　 APIAP盛装のDrs. Bethy S Hernowo、Meilania Saraswati
と松原

写真4　APIAP学会場風景
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50th Anniversary Cerebration へ招待された。東海大病理の

中村直哉教授と菊池幸江先生も同行された。その時の様子を

報告する。

5 月 19-20 日 に National Taiwan University Hospital 

International Convention Center（台大醫院國際会議中心）

という立派な会議場（写真 1）で開催された。President であ

る Professor Teh-Ying Chou （周徳盈）による開会宣言で始

まり、50 周年の回顧のスライドショーが行われた。開山祖師

と書かれていたTSP の初代理事長は葉　曙教授という先生

で、驚いたことに日本の千葉醫科大學を卒業されたそうだ。

その後、Keynote Speech、Plenary Lecture、各臓器のUpdate 

topics の講演、Oral と Poster 発表が 2 日間で行われた。日

本からの 3人の Poster 発表も行われた（写真 2）。松原は第 2

日 目 に Plenary Lecture と し て ”Pathology of interstitial 

lung disease and vascular disease of the lung”と題して講演

を用意したが、前半部分だけの講演となった。全ては中国語

の講演なのだが、スライドは英語で書かれていて、肺病理の

session は何とかフォローできた。

夜は盛大な Reception が開催され、美味しい台湾料理とワ

インを堪能した（写真 3）。TSP 幹部の先生方のカラオケ風

の合唱も行われた（写真 4）。丁度このTSP の学会中に理事

選挙が行われ、聞くところによると 30 名の候補者名簿が配

られ、15 人をチェックしての選挙だとのこと。新理事 15 名

から新 President に Professor CR Lai （賴瓊如）が就任された。

日本にはお馴染みの先生で、Cytology が専門、日本語を話さ

れる（写真 5）。私は何度かカラオケをご一緒したことがある。

TSPと Taiwan Division of IAP の関係にも言及ますと、全く

同一で、President は両方の団体の President を兼ねている。

IAP初代会長は Professor Tseng-tong Kuo （郭承統）で、そ

の後の Professor Shih-Ming Jung （容世明）も日本にお馴染

みですね。Kuo 先生が Taiwan Division を 創設する時、

JDIAP の Bylaws を送り参考にしてもらったが、日本語のも

のしかない（今は英語版をHPに掲載）のですと言うと、台

湾には日本語の分かる人が大勢いるから問題ありませんと言

われた事を思い出す。

写真1　TSP学会場入り口

写真2　TSP Poster3人衆

写真3　TSP Reception

写真4　TSP学会幹部

写真5　New President Lai
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台湾の人々の心のこもったおもてなしを受け、我々 4人の

航空券代、ホテル代など負担して頂き、空港への送り迎えの

タクシーも手配して頂き、楽しい訪問であった。今まで以上

に、台灣との友好親善が深まり、続くことを願っている。

愛知医科大学病院　病理診断科　佐藤　啓

台湾病理学会（IAP 台湾支部を兼ねている）の 50 周年記

念式典の一環として、IAP日本支部と IAP台湾支部の交流を

より深めることを目的に、若手交流が行われることになりま

した。光栄にもこの度参加する機会を頂きました。大変楽し

かった台湾滞在を振り返ってみたいと思います。

台湾を訪れたのは 9年ぶりでした。前回は大学の卒業旅行

で、国家試験終了後すぐにラグビー部の同期 5名で訪れまし

た。三泊四日、39800 円のパックツアーだったと記憶してお

ります。夜市散策、今でも忘れられない程うまかった水餃子、

素っ気ないが美味しい台湾ビール・・・、良い思い出だけが残っ

ておりましたので、今回の訪台も楽しみにしておりました。

今回の旅の一番の目的は、ポスター発表や台湾人病理医との

交流を通して、両国の親睦を深めることであることは言わず

もがなですが、個人的にはもう一つ目的がありました。私が

名古屋大学で働いていた時に、名大病院病理部に一年間留学

していた高雄医科大学の呉先生と再会することでした。後者

の目的はすぐに達成でき、初日のホテル到着後すぐに落ち合

い、彼に案内してもらって、少しディープな台北観光に出か

けました。ジャッキー・チェン（香港人ですが）が出てきそ

うなローカルな街を散策しながら、足つぼマッサージ（激痛

でした）、蛇スープ（筋ばった魚という感じでした）、台湾か

き氷などを堪能しました。夜は松原修先生、中村直哉先生を

はじめとする日本からの参加者も加えて、海鮮料理を中心と

した台湾料理に舌鼓を打ちました。

二日目は朝一番でポスター発表を行いました。今回は偶然

にも発表した三名すべて、悪性リンパ腫がテーマで、私は

“Prognostic Impact of MUM1/IRF4 Expression in Burkitt 

Lymphoma（BL）：A Reappraisal of 88 BL patients in 

Japan”というタイトルで発表を行いました。今回の台湾訪

問の主たる目的を達成した後は、またまた呉先生に案内して

もらい台北郊外へ観光しに行きました（遊んでばかりですが、

学会はすべて中国語で行われておりましたので、ご理解下さ

い）。人気観光スポットである九份、十份などを巡りました。

十份では願い事を書いた天燈（ランタン）を飛ばすのが名物

となっており、今回一緒に発表をしたT先生は「美人と大豪

邸に住んでみたい」とお願いをしておりました。T先生なら

きっと叶えられるでしょう。夜は学会主催のGALA DINNER

に参加し、台湾の病理医、中国本土の病理医と親睦を深めま

した。会話を通じて各国の病理業界の現状やシステムを知る

ことが出来、有意義な時間を過ごすことができました。最終

日は午前中、故宮博物館を訪れて、見ごたえのある展示品の

数々を通して中国文化・歴史に触れた後、帰国の途につきま

した。

三日間と短い時間でしたが、大変充実した、楽しい時間を

過ごさせて頂きました。これは何よりも台湾病理学会の方々

のご尽力のおかげですが、台湾の土地柄のおかげもあると思

います。温暖な気候のおかげか、街の雰囲気が良く、また漢

字文化であるため親近感を覚えました。すっかり台湾びいき

になって帰って参りましたので、今後も日台病理の交流に微

力ながら貢献できればと思います。最後になりましたが、学

会長を務められた Chou 先生をはじめとする台湾の方々、台

湾滞在中大変お世話になりました松原先生、中村先生、また

この機会を与えて頂きました加藤会長はじめ IAP日本支部の

方々に深く感謝申し上げます。

広島市立広島市民病院 病理診断科　谷口恒平

この度は、台湾病理学会 50 周年記念式典にご招待いただ

きました。

普段、海外旅行などもほとんど行かないので、海外に行く

こと自体少し不安でしたが、台湾の先生方がとても親切にし

てくださったおかげで、何不自由なく過ごすことができまし

た。また、実際に台湾の先生方と色々とお話をすることがで

き、とても貴重な経験になりました。

台湾は初めてでしたので、行く前に少し勉強しておこうか

と思い、台湾を紹介している簡単な本を買って読んでみまし

た。蔣介石が台湾に渡る以前にも台湾に暮らす人々がいたこ

と、日本統治時代のこと、戦後の混乱や現在の政治について

など、日本のすぐ隣にも関わらず、知らないことばかりでした。

台湾の先生とお話をしていると、日本との違いもあり、色々

第 50 回台湾病理学会に参加して

呉先生（左）と、かき氷屋にて

台湾病理学会 50 周年記念式典に参加して
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と気づかされる点がありました。台湾では、日本と違って病

理を志望する先生がたくさんいるそうで、大変うらやましく

感じました。臨床医の待遇が日本と違うという事情もあるそ

うですが、日本では患者さんと接する仕事がしたい、という

動機で医師になる人が多いので、待遇の差があったとしても

病理を志す医師は大きくは増えない気がします。そこには、

医療システムだけではなく、文化の違い、考え方の違いといっ

たものがあるように感じました。このように海外の先生方と

交流を行うことで、日本の状況と比較することができ、普段

とは違った視点で物事を見ることができるのはとても新鮮で

す。

また、今回は残念ながら機会がなかったのですが、海外の

先生方と一緒に標本を見る場がこれから先あれば、さらに有

意義になるのではないかと思いました。私達が見ている標本

を、台湾の先生方が見るときにどのように考えるのか、そう

いった交流ができれば、普段自分たちがどのように見ている

のか気づかされるのと同時に、自分が今まであまり考えな

かった着眼点が見つかるかもしれません。

市中病院で病理医をしている身としては、自分が仕事をし

ている環境のみにしか考えが及ばず、ついつい「井の中の蛙」

になってしまいます。今回、台湾で経験させていただいたこ

とを糧に、独りよがりにならないよう気を付けながら、日々

の業務に取り組みたいと思います。

東海大学医学部基盤診療学系病理診断学　冨田さくら

この度、IAP 日本支部と台湾の新たな交流事業として、台

湾病理学会 2017 総会に出席しました。台湾病理学会 50 周年

という節目の年にご招待をいただき、大変光栄に思います。

学会は 2日間行われ、ポスター発表の場を設けていただき

ました。日本における腸管症関連T細胞性リンパ腫の特徴を

まとめた研究について、台湾を含むアジアの報告例との比較

検討を加えて発表しました。台湾の先生は複数のポスター演

題の筆頭演者となっており、日本ではあまりみられない光景

かと思いました。1日目の夜に 50 周年記念の夕食会が催され

ました。これまでの台湾病理学会の歩みがスライドショーで

流され、生のバンド演奏や台湾病理学会の先生の生歌のご披

露などもあり、とても楽しく和やかな食事会となりました。

また、一緒に派遣された他の先生方と親しくお話しできて、

日々の苦労や今後のビジョン等を伺って非常に刺激を受けま

した。学会の規模としては日本病理学会よりもこじんまりし

ていますが、その分アットホームな雰囲気が伝わってきてと

ても良い居心地でした。

今後は隔年で相互派遣を行うとお聞きしました。日本と台

湾の交流をさらに深めていくことができれば素晴らしいと思

います。この様な機会を与えて下さった IAP日本支部の皆さ

ま、引率くださった松原先生、さらに温かいおもてなしをく

ださった台湾の皆様に深謝いたします。

Robert Y. Osamura

Past President and founder of APSMI

Past President JDIAP

The 10th Asia Pacific International Academy of Pathology

（APIAP）Congress was held in Bali Nusa Dua Convention 

Center, Bali, Indonesia, from April 24 -27, 2017. President 

was Dr. Diah Rini Handjari. It was held in conjunction with 

Indonesian Association of Pathologists（IAPI）‒ International 

Academy of Pathology, Indonesian Division（INA-IAP）.

The 12th APSMI was held in conjunction with APIAP. 

Congress President was Nurjati Chairani Siregar.

Day 3（4/26）and Day 4（4/27）program included the 

day-long program of APSMI. And Dr. Clive Taylor, 

University of Southern California, gave Anthony Leong 

Memorial Lecture which was very well received among the 

audience. Dr.Taylor was a good friend of late Dr. Tony 

Leong and he wrote an obituary in the journal AIMM in 

which he serves as an Editor-in-Chief.

APSMI Council meeting was held on April 25 and 

discussed according to the agenda.

Now President of APSMI is Nurjati Chairani Siregar

（Indonesia）and Secretary is Rin Yamaguchi（Japan）. The 

venue for 2018 is to be announced.

Officers：Dr. Nurjati Chairani Siregar（President of 

APSMI）Dr. Rin Yamaguchi（Secretary Treasurer of 

APSMI）Dr. Diah Rini Handjari（President of APIAP）Dr. 

George Kontogeorgos（President of IAP）Dr. Norain Karim

台湾病理学会 50 周年式典に参加して

The 12th Asia-Pacific Society for 
Molecular Immunohistology（APSMI）
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（Malaysia President-elect of APSMI）

As one of the founders of APSMI, I am very happy to 

celebrate its 12th birthday in Bali with such a successful 

meeting. We also had a vivid memory of 11th APSMI 

Congress in Taipei.

Short history of APSMI is as follows.

Inaugural meeting was held in 2004, Brisbane at the time 

of IAP International Congress.

The following meetings were held as shown below.

1. 2005 Beijing  2. 2006 Bangkok  3. 2007 Singapore  4. 

2008 Penang  5. 2009 Shantou  6. 2011 Sunway Malaysia  7. 

2012 Bali  8. 2013 Bangkok  9. 2014 Cebu  10. 2015 

Yogyakarta  11. 2016 Taipei  12. 2017 Bali

APSMI was founded by the members listed below and 

with the clear-cut aim for the society.

I am very happy to see APSMI is growing as a leading 

Asia Pacific Society in the field of immunohistochemistry 

and molecular（genomic）pathology. See you all at the next 

APSMI meeting in 2018.

下記の要領にて 2017 年 IAP 日本支部・病理診断学術奨励

賞を公募いたします。

記

賞の名称：IAP日本支部・病理診断学術奨励賞

応募資格： 日本の医療機関に勤務する若手（論文掲載時 40

歳未満）の病理医（IAP 日本支部の会員か否かは

問わない）

選考対象： 2016 年 1 月から 12 月の間に雑誌に公表された

（E-pub も含む）診断病理分野における優れた英文

論文（1編）。但し、留学先での仕事ではなく日本

での仕事のみ。筆頭著者を原則とする。

受賞者数：3名以内

賞の内容：賞状と副賞（トロフィー）

応募方法

他薦、自薦ともに可とするが、他薦を原則とする。

申請時に必要なもの：

1．応募者の履歴書（JIS 版）

2． 推薦書（推薦人がある場合）ないし、応募理由書（推薦

人がいない場合） A4 用紙 2枚以内（書式は問わない）

3． 論文の別刷 7 部 （1 部はオリジナル、他はコピー可）。

PDF の場合はカラーコピー 7部（PDF ファイルでなく、

書類を提出）

応募の締切：2017 年 8 月 31 日（当日の消印有効）

宛　先： 〒 812-8582 福岡県福岡市東区馬出 3-1-1 

九州大学大学院医学研究院形態機能病理学気付 

IAP 日本支部福岡事務局「IAP 日本支部・病理診断

学術奨励賞」選考委員会　宛

選考方法・発表

IAP 日本支部が指名する「IAP日本支部・病理診断学術奨

励賞」選考委員会（日本病理学会、日本臨床細胞学会からの

外部委員も参加）において選考する。なお、受賞者を秋の

IAP 日本支部病理学教育セミナーにおいて表彰する。また、

APSMI Council meeting April 25， 2017（Tuesday）（from left）
Pongsak Wannakrairot, Gary Tse, Diah Rini Handjari, Rin 
Yamaguchi, Shi Ming Jung, George Kontogeorgos, Shahid 
Pervez, Nurjati Chairani Siregar, Osamu Matsubara, Puay Hoon 
Tan, Norain Karim, Bob Osamura

・Aim of APSMI：Open to al l  pathologists, scientists, 
technologists and students
・To foster education. research and other means of advancing 
knowledge in any aspects of immunohistology and molecular 
pathology that the Society may consider desirable.
・To establish and grant scholarships for financial assistance 
and travelling grants to persons engaged in education, 
research and other means of advancing knowledge in any 
aspects of molecular immunohistology.

2017（平成 29）年 IAP日本支部・
病理診断学術奨励賞の公募
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受賞者を IAP日本支部のNews Bulletin 紙上で公表する。

本年度は下記の通り、第 63 回日本病理学会秋期特別集会

の翌日、同一の会場にて行います。

IAP 日本支部主催　日本病理学会後援

日時：2017（平成 29）年 11 月 4 日（土）

会場：日本教育会館　東京都千代田区一ツ橋 2-6-2

会長：内藤　善哉（日本医科大学統御機構病理学分野）

病 理 診 断 講 習 会 　（午前）

テーマ：内分泌腫瘍の病理（WHO2017 年分類に基づいた）

モデレーター： 長村　義之 

（日本鋼管病院病理診断科） 

加藤　良平 

（山梨大学医学部人体病理学）

1．Overview  WHO 2017 の改訂の要点

 長村義之

2．内分泌腫瘍 1　 甲状腺腫瘍（NIFTP の提唱を含めて） 

加藤良平（追加発言：覚道健一）

3．内分泌腫瘍 2　 膵神経内分泌腫瘍 PanNEN 

長村義之（追加発言：石川雄一）

スライドセミナー 　 （午後）

1時限目　13：00 ～ 15：00

*A-1
非腫瘍性腸疾患（腫瘍様病変も含む）
味岡　洋一（新潟大学医歯学総合研究科　分子・診断病
理学分野）

*B-1 周産期胎盤と絨毛性疾患
南口早智子（京都大学医学部附属病院　病理診断科）

C-1 頭頸部腫瘍の病理（鼻副鼻腔中心）
湊　　宏（金沢医科大学　臨床病理学）

D-1 胃の腫瘍と腫瘍様病変
九嶋　亮治（滋賀医科大学医学部附属病院　病理診断科）

2 時限目　15：15 ～ 17：15

*A-2
リンパ腫
竹内　賢吾（公益財団法人がん研究会　がん研究所分子
標的病理プロジェクト・病理部）

*B-2 改訂WHO分類からみた脳腫瘍の病理診断
小森　隆司（東京都立神経病院　検査科）

C-2 小児腫瘍
田中　祐吉（神奈川県立こども医療センター　病理診断科）

D-2 免疫染色診断学の基礎と応用
伊藤　智雄（神戸大学医学部附属病院　病理診断科）

（* 印は新規コース）

※事前資料としてバーチャルスライドをweb上で公開予定です。

受講料
一般会員 ジュニア会員 シニア会員 非会員

午前の部
病理診断講習会  5,000 円 3,000 円 無料  8,000 円

午後の部
スライドセミナー
（1コース）

10,000 円 5,000 円 10,000 円 15,000 円

※ 病理診断講習会はハンドアウト代を、スライドセミナーは

バーチャルスライド閲覧・ハンドアウト・CD代を含みま

す（なお、本年度の新規コースから CDを廃止し、ハンド

アウトをカラー化します）。

●参加登録期間（Web受付）：2017 年 8月 9日（水）12：00 ～

9 月 20 日（水）12：00 まで、HPの参加申し込みページにて

ご登録ください。

http：//www.iapjapan.org/educational/index.html

●取得単位数：

（午前の部）病理診断講習会

※日本専門医機構認定専門医更新基準における病理領域講習

1コマ（1時間）× 2コマ：2単位

（午後の部）スライドセミナー

※日本専門医機構認定専門医更新基準における病理領域講習

1コース（2時間）：2単位

2コース（4時間）：4単位

専門医更新単位は、病理診断講習会の受講で 2単位、スラ

イドセミナー 2コースの受講で 4単位と、1日で最大 6単位

の取得が可能になります。

なお、申し込みは午前・病理診断講習会、午後・スライド

セミナーともに決められた期間中にWeb 上にて行って頂き

ます。期日以降の申し込みや当日の受け付けはできませんの

でご注意ください。また、受講料の入金も指定した締切日ま

でに銀行振込が必要です（当日会場での支払いは原則的に受

け付けません）。申し込みのみで未入金の場合、事前の重要

資料（領収書、ハンドアウト引換券、スライドセミナー用バー

チャルスライド閲覧のためのパスワード等）の郵送が出来ま

せんので、申し込み、入金ともに期日を厳守してください。

※  2016 年 11 月 12 日に金沢大学で行われました IAP 日本支

部教育セミナー午後 1 限目の C-1 乳腺病理のコース「新

WHO分類にもとづく乳腺腫瘍の病理診断」では、講師の

先生の体調不良により、講義を中断しなくてはならない事

態となりました。受講者の皆様にはご迷惑をおかけしまし

2017 年 IAP病理学教育セミナーの
お知らせ
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た。この件に関しまして、当該コースを受講された方全員

に 2017 年教育セミナー・午前の病理診断講習会へ無料で

ご参加頂けるようにいたします。つきましては、該当され

る方々には 8月頃、個別にメールにて引換券をお送りしま

すので、2017 年教育セミナーWeb 申し込みの際は、病理

診断講習会への登録は行わず（支払い手続きをせず）、受

信メールの引換券をプリントアウトして当日受付へ提出し

てください。Web 申し込みなしでそのまま受講できます。

なお、引換券は、昨年 2016 年の登録 Eメールアドレスに

お送りします。不都合がある方は東京事務局までお知らせ

ください。

昨年のスライドセミナー参加者の声（アンケート結果）

 ・とてもわかりやすくて、頭に入りやすかったです。

 ・普段目にしない例が多く勉強になりました。

 ・非常に実践的内容でよかったと思います。

 ・日常診断に大変役に立つ内容だと思います。

 ・講義はわかりやすく、ハンドアウトも実用的です。

など、多数の参加者から賞賛の声を頂きました。

今年も多くの方の御参加をお待ち申し上げます。

連絡先

IAP 日本支部 教育委員長　長尾　俊孝

東京医科大学人体病理学分野

〒 160-0023　東京都新宿区西新宿 6-7-1

TEL：03-3342-6111（内線：3523）　FAX：03-3342-2062

E-mail：pathol-1@tokyo-med.ac.jp（事務担当　田中・篠田）

Volume Editor  Robert Y. Osamura, MD

Past President JDIAP

As one of the volume editors, together with Ricardo 

Lloyd, Günter Klöppel and Juan Rosai, I am happy to 

announce the release of WHO Tumor Classification of 

Endocrine Organs. The previous 3rd edition was published 

in 2004, so 13 years have been passed until this recent 

publication. For these years, we have accomplished new 

information in the field of clinical medicine and pathology in 

the field of endocrinology. This volume contains the 

chapters on the pituitary, thyroid, parathyroid, pancreas, 

adrenal cortex, adrenal medulla and extra-adrenal 

paraganglia and on the inherited tumor syndrome. In each 

organ, we now know better in clinical features, morphology, 

biologic behavior and prognosis, new treatments and 

predictive biomarkers and genetic profile/predisposition. 

We have gained a lot of knowledge on genetics of the 

endocrine tumors to which one chapter was devoted. I hope 

this Blue book on endocrine tumor pathology will help you 

to share the updated facts and to make appropriate 

diagnosis in your daily practice.

November 4, 2017-The JDIAP sponsored Education 

Symposium on November 4（Sat）in Tokyo will focus on 

WHO Tumor Classification on the Endocrine Organs, 

particularly the tumors in the thyroid and neuroendocrine 

tumors of the pancreas.

American Journal of Surgical Pathology:Reviews and 

Reports：AJSP：RR

Special issues, July/August and September/October 2017, 

of American Journal of Surgical Pathology:Reviews and 

Reports：AJSP：RR deal with WHO Tumor Classification 

of the Endocrine Organs. These issues contain the reviews 

on pituitary, thyroid, pancreas, adrenal cortex, adrenal 

medulla and extra-adrenal paraganglia and hereditary 

tumor syndrome. Some case reports are also included. Dr. 

The 4th Edition of WHO Tumour Classification 
of Endocrine Organs Released on June 26 2017

Edited by Ricardo V. Lloyd, Robert Y. Osamura, Günter Klöppel, Juan Rosai
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Ricardo Lloyd and myself are the Guest Editors. We hope 

that these reviews are of your help in reaching appropriate 

diagnosis in your practice.

Since the third volume of the World Health Organization

（WHO）Classification of Tumours of Endocrine Organs was 

published in 2004, more than a decade ago, the following 

remarkable accomplishments have been achieved and 

included in the new fourth volume released in June of 2017.

1. biologic behavior and prognosis

2. new therapies and corresponding surrogate biomarkers

3. immunophenotypes and molecular pathology

4. genetic background of the tumors

神戸大学医学部附属病院病理部 病理診断科　伊藤智雄

第 15 回日韓合同スライドカンファレンスを下記の日程で

開催いたします。

初日には大会場にて日韓両サイドより症例提示およびディ

スカッションを行いますので、奮って症例の提示をお願いい

たします。

Special Lecture として神戸大学　全陽教授より、“IgG4-

related disease：Diagnostic challenge and molecular 

features”と題し、広く同疾患の知識習得を行うこともでき

ます。

二日目には「骨軟部」（日韓台の 3カ国で行います）「呼吸器」

「泌尿生殖器」「内分泌」の各グループに分かれ、症例提示な

らびに深いディスカッションが行われます。皆様のご参加を

お待ちしております。

詳細はウェブサイトをご覧下さい。

第 15 回日韓合同スライドカンファレンス

日時：2017 年 12 月 8 -9 日

場所：神戸大学医学部附属病院、神戸市

会長：伊藤智雄（神戸大学医学部附属病院病理部 病理診断科）

参照URL：https：//15jkiap.ssl-on.net/

プログラム概要

Day 1：December 8, 2017（Fri）

Sysmex hall, Kobe University Hospital

13：00-14：15　Registration

14：15-14：30　Opening Remarks

14：30-15：30　Case Conferences Part 1（4 cases）

15：30-16：00　Coffee break and Poster Presentation

16：00-17：00　Case Conferences Part 2（4 cases）

17：00-18：00　Special Lecture

“IgG4-related disease：Diagnostic challenge and molecular 

features”

Lecturer：Yoh Zen, M.D., PhD.

Professor, Kobe University

18：00-18：10　Photo time

18：10-19：00　Transfer

19：00-21：00　Welcome Banquet

Day 2：December 9, 2017（Sat）

Lecture rooms, Kobe University Hospital

08：00-08：20　Registration

08：20-11：20　 Slide Conferences（Bone and Soft tissue, 

Lung, Genitourinary, Endocrine）

11：20-11：30　Photo time

11：30-18：30　Half day optional tour（including lunch）

金沢大学医薬保健研究域医学系　人体病理学

2016 年 IAP 病理学教育セミナー会長

原田憲一

本年度からは従来の「教育シンポジウム」が「病理診断講

習会」と名称を変え、改称第一弾として肝臓病理学の新潮流

と題して up-to-date な内容について講演いただきました。

1． ミニレクチャー「肝胆道系疾患の多様性」（原田）では種々

の肝疾患で出現する病理所見について概説し、肝細胞お

AJSP：Reviews & Reports
July/August 2017-Volume 22-Issue 4

http://journals.lww.com/pathologycasereviews/Fulltext/2017/
07000/Endocrine_Tumors_Part_1.1.aspx

第 15 回日韓合同スライド
カンファレンスのお知らせ

2016 年　IAP日本支部
病理診断講習会の報告

肝胆道系疾患の新潮流
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よび胆管細胞を炎症の場とする疾患の多様性について紹

介した。また、粘膜上皮細胞としての胆管細胞の機能お

よび原発性胆汁性胆管炎（肝硬変）の組織学的新分類に

ついて紹介した。

2． 肝胆道炎症性疾患「診断の clue と pitfalls」（全陽先生、

神戸大学病院病理部）では、知っておくべき稀な非腫瘍

性疾患や留意点等について講演いただいた。薬剤性障害

と自己免疫性肝炎、特に急性肝炎様の臨床像を呈する症

例では両者の鑑別が困難であるが、薬剤投与にて誘導さ

れる自己免疫性肝炎の症例もある。臨床的に門脈圧亢進

症を呈する原因不明の肝硬変と診断されている症例の中

に非硬変性門脈圧亢進症を来す疾患群が含まれており、

その一つとして結節性再生性過形成が紹介された。また、

小児疾患として肝硬変類似の線維進展を来す先天性肝線

維症や自己免疫性肝炎と原発性硬化性胆管炎とのオー

バーラップ症例が紹介された。最後に骨髄移植後の肝障

害として、血流異常に起因する veno-occlusive disease

（VOD）、Bud-Chiari 症候群が紹介され、このようなうっ

血性肝疾患（venous outflow block）の慢性期では線維化

も見られるようになる点に留意すべきである。

3． 「肝胆道腫瘍の鑑別疾患と Pitfalls」（相島慎一先生、佐賀

大学医学部診断病理学）では肝結節性病変に対する診断

方法の概説の後、現WHO 分類で採用されている遺伝子

型に基づく肝細胞腺腫（HCA）の分類および限局性結節

性過形成（FNH）との鑑別について紹介された。次に、

肝細胞癌と類似の血流動態を示す肝血管筋脂肪腫、また

近年進歩がめざましい肝細胞癌の亜分類について詳細な

解説がなされた。特に肝細胞癌の病理学的な診断マーカー

や悪性度を示す分子マーカーの紹介の後、硬化型肝細胞

癌、脂肪性肝炎に類似した像からなる脂肪性肝炎様肝細

胞癌、血管系腫瘍、細胆管細胞癌、混合型肝癌、胆管内

乳頭状腫瘍に関する最新の知見と問題点について紹介さ

れた。

本講習会を受講された先生方には正確な診断へのプロ

フェッショナルな思考の一端に触れていただけたものと自負

しております。両講師とも多種多様な肝疾患をご経験されて

いる新進気鋭の肝臓病理医であり、先生方の今後のご活躍を

期待しております。また、この度の病理診断講習会が、病理

学の更なる発展に貢献できたならばこの上ない喜びでありま

す。

理事　清川貴子、東京事務局　松原　修、大谷茉子

＜開催までの経緯（松原）＞

IAP 日本支部では秋の教育セミナーは 50 年以上継続して

おり、それなりの評価を得、貢献をしてきたと思っている。

また、2000 年から 2009 年の 10 年間は春の湘南セミナーを開

催し、日本の外科病理の世界にエポックメイキングであった

と自負している。このような事から当学会では、秋のみなら

ず春にも教育セミナーを開催したいと長年考えてきた。今年

の第 1回理事会で議論するものの、議論だけに終わったが、

San Antonio の USCAP Meeting にて、清川理事、都築理事

と対談の機会があり、春にも教育セミナー断固やるべしと意

見が一致した。清川理事からは「これは押さえておかないと

いけないという基本を教えるのが大切」と、都築理事からは

「専門医試験委員をやっていて、病理解剖の習得、理解が余

りに低レベルであると分った」との指摘があり、「ふぁんだ

めんたる病理診断講習会」の企画となった。

第 2回理事会で承認がおり、乗りだすと 100 万ボルト馬力

の東京事務局大谷さんの力を得て、動き出した。何分にも時

間がないまま、走りながら考えて、皆様の協力のもと、いろ

いろな問題を解決して何とか無事に終了したと安堵している。

今回は東京慈恵会医科大学にお世話になり、感謝している。

清川理事には大学当局に会場費の値切交渉までして頂いた。

宣伝活動においては、HP、 News Bulletin、 NEWSLETTER

会場となった金沢大学（十全講堂）

会場内の様子

「ふぁんだめんたる病理診断講習会」
開催
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に加えて、小田常任幹事、森谷広報委員長を通じて病理学会

各支部へも依頼でき、また長尾教育委員長を通じて口腔病理

の先生方にも宣伝することができた。

当初、100 名の定員で受講希望者を募集したが、募集開始

直後に一気に定員に達し、定員をはるかに超える受講希望の

声が多かったことから、急遽定員の増加を決定した。

＜開催の概要（清川）＞

1 日目は外科病理入門コースで、リンパ腫（中村直哉　東

海大学）、唾液腺腫瘍（長尾俊孝　東京医科大学）、婦人科（清

川貴子　東京慈恵会医科大学）、脳腫瘍（廣瀬隆則　兵庫県

立がんセンター）、骨軟部腫瘍（小田義直　九州大学）、乳腺

腫瘍（森谷卓也　川崎医科大学）、泌尿器病理（都築豊徳　

愛知医科大学）（敬称略）が、それぞれが 50 分の講義形式で

行われた。講師陣は各領域の専門家で、専門医試験対策に重

きをおいた講演、試験対策を一部に盛り込んだ講演、試験対

策は特に意識しない講演と、講師により様々であったが、ど

れも「病理専門医試験受験前後の医師を対象とした分かりや

すい解説」という会本来の目的に十分適ったものであった。

受講者は、合計 150 名、内訳は、ジュニア会員 42 名、一般

会員 33 名、非会員 75 名である。 受講者の中にベテラン病理

医の姿があったことにはやや驚いたが、1日を終了して感じ

たことは、今回のような広い分野の基本的知識は、初心者の

みならず経験を積んだ病理医にとっても生涯教育として意義

があるということである。

2日目は病理解剖診断講習会で、模擬試験形式で行われた。

受講者は、準備された実際の剖検例の臨床情報、肉眼写真、

組織標本の検鏡結果をもとに、専門医試験と同様に、剖検報

告書の作成、臨床病理相関の考察、設問への回答を記載した

答案用紙を提出し、後日、東京事務局　松原　修（平塚共済

病院）、加藤良平 IAP日本支部会長（山梨大学）、吉野　正　

IAP 日本支部次期会長（岡山大学）の 3名によって丁寧に添

削され、模範解答といっしょに受講者に返送するという方式

である。2日目の定員は 35 名であったが、直前に 1名がキャ

ンセルしたため、受講者は 34 名である。

＜運営（松原、大谷）＞

受付は、完全登録制とした。人数制限の関係から、先着順

とした。会員、特にジュニア会員を優先すべきとの声があっ

たが、先着順と会員優先の整合性を図るのが今後の課題だ。

会場案内、設営、運営全般は清川理事、東京慈恵会医科大学

病理学講座の若手医師と技師の皆さんに大変お世話になった。

50 分の講義、10 分の Q & A と休憩で、滞りなく進行したの

だが、講師側では 50 分は時間が足りなかったのかと、午前

中 3講義、午後 4講義で、受講生には結構ハードスケジュー

ルだったかと、ただ、これ程の濃密な勉強の機会もなかなか

ないのではないかとも思う。

＜総括（松原、清川、大谷）＞

講習会の趣旨ではジュニアの病理医を対象とした、入門

コース、基礎的な病理学診断の解説を中心としたものを狙い、

講師の先生方にはやさしい、またこれは押さえておかないと

いけないという基本を解説していただきたいと考えた。運営

側の説明不足もあり、「病理専門医試験対策の講義」と、「日

常診断基本を学ぶための講義」の先生方が相交じり、講習会

の方向性がやや散漫になってしまった事も否めない。ただ、

当学会は将来の病理医育成のための教育セミナーという使命

（そもそも IAP は病理学教育が最大の目的であります）で活

動しており、結果的に専門医試験に対しても役に立てばとい

うスタンスが大切ではないかと考えている。この講義の定義

についても、Faculty member、理事会でも議論しなければ

いけないかと思っている。

受講生の反応を知るべく、後で、email でアンケートを行っ

た。概ね大変な好評の評価を受けたが、数々のクレームもあっ

た。想像以上に反響が大きく、Faculty member の了承があ

れば、来年も継続したいと考えている。皆様のご意見、アン

ケート結果、理事会の審議を加えて、改善するところは改善

して行きたいと考える。

ふぁんだめんたるDay 1　長尾先生の講義（その1）

ふぁんだめんたるDay 1　長尾先生の講義（その2）
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日　時：2017 年 4 月 27 日（木）12：00 ～ 13：00

場　所：京王プラザホテル

出席者： 岩下、長村、小田、加藤、清川、中谷、長尾、羽賀、

橋本、廣瀬、松原、三上、吉野、大谷、魚返

欠席者：石川、伊藤、岩崎、都築、内藤、森谷、久岡

【議　　題】
♦報告・連絡事項
1．USCAP（3月 3 -10 日、San Antonio、TX）報告

2． 第 10 回 APIAP & 第 12 回 APSMI（4 月 24 -27 日、Bali、

Indonesia）岡山開催Bid について

3．台湾病理学会 50 周年記念、日台交流事業（5月 20 -21 日）

4．委員会報告

5．その他

 ・ 病理学会 国際交流委員会、IPS 招聘について（韓国、

台湾、中国、インドネシア、タイ、モンゴル）

♦審議事項
6． 2016［平成 28］年会計報告、2017［平成 29］年予算が承

認された

7．会計監査報告が岩下幹事より報告された

8． 第 15 回日韓合同スライドカンファレンスについて段取り

の説明があった

9． 2017 年病理学教育セミナー（11 月 4 日）について進捗説

明があった

10． 新企画：2017 年「ふぁんだめんたる」病理診断講習会（6

月 3 -4 日）の開催について承認された

11．日本側ホストの日台交流事業について確認された

12. その他（加藤）

日時：2017 年 9 月 9 -11 日

場所：Grand Riverview Hotel, Kota Bharu, Malaysia

参照 URL：http：//www.iapmd.net/kb2017.html

日時：2017 年 11 月 2 -3 日

場所：日本教育会館（東京）

会長：内藤善哉（日本医科大学解析人体病理学）

日時：2017 年 11 月 4 日

場所：日本教育会館（東京）

（詳細は 8ページからの記事をご覧ください）

日時：2017 年 11 月 24 -26 日

場所：Tan Son Nhat Hotel, Ho Chi Minh City, Vietnam

Ho Chi Minh City Oncology Hospital と IAP Hong Kong 

Division の共催による

日時：2017 年 12 月 8 -9 日

場所：神戸大学医学部附属病院、神戸市

会長：伊藤智雄（神戸大学医学部附属病院病理部 病理診断科）

（詳細は 10 ページの記事をご覧ください）

日時：2018 年 3 月 17 -23 日

場所：Vancouver, British Columbia, Canada

日時：2018 年 10 月 14 -19 日

場所： King Hussein Bin Talal Convention Centre, Sweimeh, 

Jordan

参照 URL：www.iapcentral.org/meetings

ふぁんだめんたるDay 2　実習風景

第 2回理事会

Upcoming Meeting

The 4th Annual Scientific Meeting and 
AGM of Malaysian Division of IAP

第 63 回日本病理学会秋期特別総会

2017 年 IAP日本支部病理学教育セミナー

The Assembly of Asia Pacific IAP

第 15 回日韓合同スライドカンファレンス

第107回United States and Canadian Academy 
of Pathology（USCAP）Annual Meeting

第 32 回 IAP Congress
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日時：2019 年

開催都市：深圳（Shenzhen）

日時：2020 年 8 月 29 -9 月 3 日

場所： Scottish Exhibition and Conference Centre, Glasgow, 

Scotland, United Kingdom

参照URL：www.iapcentral.org/meetings

日時：2021 年

場所：岡山コンベンションセンター（岡山市）

会長：吉野　正（岡山大学大学院病理学）

（1ページからの記事もご覧ください）

▷ 会員の皆様に電子メール NEWSLETTER を配信していま

す。内容は学会活動の報告や国際会議、セミナー案内等で

す。現在Eメールアドレスを登録している会員は約 90%で

す。未登録の方は東京事務局へ連絡ください。

▷  2017 年の年会費請求書を昨年 12 月に郵送しましたが、未

払の方はお早目に納入ください。所属変更または送付先の

変更を希望の会員は、マイページにて手続きしてください。

福岡事務局

小田　義直、魚返　有里

TEL：092-642-6061　FAX：092-642-5968

Email：fukuoka.office@iapjapan.org

東京事務局

松原　修、大谷　茉子

TEL：050-5274-8683

Email：tokyo.office@iapjapan.org

IAP 日本支部会員になるメリットは

IAP 日本支部会員になると…

1． 病理診断講習会（旧：教育シンポジウム）の会員割引

会員 5,000 円／非会員 8,000 円

2． スライドセミナーの会員割引

1コースあたり会員 10,000 円／非会員 15,000 円

→病理診断講習会＋スライドセミナー 2コースを受講す

る場合

会員　入会金・年会費 7,000 円 +受講料 25,000 円

=計 32,000 円

非会員　受講料＝ 38,000 円

6,000 円（2年目以降は 7,000 円）安く受講できます

3． USCAP Journal を会員価格で定期購読

-Modern Pathology, Laboratory Investigation-

1 冊の年間購読料約$99 ～、年により変動あり

4．IAP日本支部・IAP本部の会報　News Bulletin

5． スライドセミナー 3年経過したものをHP上でハンドアウ

ト公開（予定）

6． 国際学会の情報取得

IAP/USCAP/APIAP/APSMI/ 日韓合同スライドカン

ファランス /日台合同スライドカンファランスなど

一般会員 シニア会員ジュニア会員 非会員
入会金  1,000 円 （終身会費） 1,000 円 ―
年会費  6,000 円 50,000 円 4,000 円 ―
受
講
料

病理診断講習会  5,000 円 無料 3,000 円  8,000 円
スライドセミナー 10,000 円 10,000 円 5,000 円 15,000 円

* 一般・シニア（終身）・ジュニア（若手）会員を設けました

現会員は一般会員として登録しています。

下記の条件を満たし、希望する会員は、変更可能です

■シニア（終身）会員

申請できる方：65 歳以上の現会員希望者

終身会費　50,000 円，以降は会費納入を免除

スライドセミナー受講料は一般会員に準じる

特典として JDIAP 病理診断講習会（旧教育シンポジウム）

は無料で受講

■ジュニア（若手）会員

申請できる方：病理専門医資格未保持者

* 会費、受講料の改定は 2016 年 1 月 1 日から適用します。

* 申請方法：HPのMembership ページ（日本語）にて様式を

ダウンロードし、東京事務局へEメールにて申請してくださ

い

広報委員会

委 員 長　森谷卓也

副委員長　清川貴子

委　　員　 久岡正典 

三上芳喜

第 11 回 Asia Pacific IAP（APIAP）
Congress

第 33 回 IAP Congress

第 12 回 Asia Pacific IAP（APIAP）
Congress

事務局よりお知らせ

IAP日本支部会員になろう！


